


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こす。せいぜい五、六百メートルの高度に浮んでいるものであろう。したがってイギリスの雲の特徴は、下層雲である。空中に浮んだ雲 形状と色彩にも美が感じられる 雲は季節や時間帯により、形や色をかえる。雲の形状は一言でいえば、 “白色の固まり”である。色彩は基本的には白であるが、あけがた 日中、夕がたにかけて、色は変化し、ピンク・深紅・白・青・オレンジ・黄・柴といろいろ変わる。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るのが、美学である（ 「芸術美と自然美」 『泰西 学史』所収）
カルル・ロベルト・エドゥアルト・フォン・ハルトマン（一八四二～一九〇六、ドイツ 哲 者。東大に招かれたが果さず、代わってラファエ
























































































































































































わが国の古代においては、 「自然」のことを「造化」 （ぞう―か、ザウクヮ）とよんでいた。 『古事記』 （和銅五年［七一二］の成立）や『太平






































































































地理学講義』 （政教社、明治三十五 五 九三


























































16） 『半世紀の早稲田』 （早稲田大学出版部、昭和七年十月） 、一一四頁。
（
17）土方定一著『近代日本文学評論集』 （法政大学出版局、昭和四十八年十一月） 、一一七頁。
（
18）
森林太郎大村西崖
著『審美綱領
　
上巻』 （春陽堂、明治三十二年六月） 、五五頁。
